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リファレンスチェックで最も参考にされているのは「周囲とのコミュニケーション」81.8%

back check利⽤企業117社に聞いた
「リファレンスチェック‧コンプライアンスチェックの活⽤実態」

‧リファレンスチェックでは⼈物⾯の項⽬が上位に、「業務遂⾏能⼒」は5位
‧コンプライアンスチェックでは「SNS上の不適切投稿」の確認が最多（56.5%）

back check株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社⻑：須藤芳紀）は、リファレンスチェック∕コンプライア
ンスチェックサービス「back check」を利⽤する企業117社を対象に、採⽤選考における⾯接外の情報の活⽤実態を調
査しました。
採⽤⾯接では、候補者本⼈の説明や限られた時間での受け答えをもとに判断するため、実際の働きぶりや周囲との関
わり⽅、採⽤上のリスクまで把握することは容易ではありません。そこで本調査では、企業が⾯接外のどのような情
報を採⽤判断に取り⼊れ、どのように活⽤しているのかを調査しました。

調査結果のポイント

81.8%
周囲とのコミュニケーション

POINT 01
採⽤判断の参考情報、最多は「周囲とのコミュニケーション」
上位は⼈物⾯の項⽬が占め、「業務遂⾏能⼒」（35.4%）は5位
リファレンスチェック利⽤企業（n=99‧複数回答）

91.9%
⾯接外の情報を取得

POINT 02
9割超が、⾯接では把握しにくい情報を取得
採⽤判断のしやすさが「向上した」と実感した企業も86.2%
リファレンスチェック利⽤企業（n=99）。86.2%は「判断できない」と回答した企業を除く94社が対象

56.5%
SNS上の不適切投稿

POINT 03
確認‧深掘りにつながった情報、最多は「SNS上の不適切投稿」
情報検出時に重視する観点は「候補者へ追加確認する」（41.9%）が最多
コンプライアンスチェック利⽤企業（n=62‧複数回答）。2つの数値は別設問の集計

© back check, Inc. All rights reserved. 1

リファレンスチェック
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リファレンスチェック

採⽤判断で重視されるのは「周囲との関わり⽅」
⼀緒に働いた上司‧同僚の評価から、⼈物⾯を確認

リファレンスチェックとは
候補者と⼀緒に働いた上司や同僚などか
ら、働きぶりや⼈物⾯の評価を得る⼿法

採⽤判断の参考情報、最多は「周囲とのコミュニケーション」
採⽤判断において、特に参考にしているリファレンスチェック項⽬（n=99‧複数回答）

周囲とのコミュニケーション 81.8%
チームでの働き⽅ 56.6%

ストレス耐性 52.5%
弱み‧懸念点 48.5%
業務遂⾏能⼒ 35.4%

カルチャーフィット 30.3%
マネジメント∕育成のしやすさ 29.3%

強み‧得意領域 24.2%
退職理由‧キャリア志向 19.2%

その他 6.1%

解説
上位には、コミュニケーションや
チームでの働き⽅、ストレス耐性な
ど、周囲との関わり⽅に関する項⽬
が並びました。いずれも⾯接の短い
時間では⾒極めにくい観点で、⼀緒
に働いた⼈の視点が判断材料として
活⽤されていることがうかがえま
す。

9割超が⾯接では把握しにくい情報を取得、判断のしやすさ向上も実感
リファレンスチェックによって、⾯接だけでは
把握しにくい情報を得られたことはありますか
（n=99‧単⼀回答）

25.3%

66.6%

91.9%

「よくある」＋「時々ある」
■ よくある 25.3%
■ 時々ある 66.6%
■ あまりない 7.1%
■ まったくない 1.0%

導⼊後、採⽤判断のしやすさはどのように変化
しましたか（n=94‧単⼀回答）

11.7%

74.5%

13.8%

86.2%

「向上した」計
■ ⼤きく向上した 11.7%
■ やや向上した 74.5%
■ 変わらない 13.8%

導⼊後、採⽤ミスマッチはどのように変化しま
したか（n=73‧単⼀回答）

67.1%

27.4%

71.2%

「減少した」計
■ ⼤きく減少した 4.1%
■ やや減少した 67.1%
■ 変わらない 27.4%
■ 増加した 1.4%

解説
リファレンスチェック利⽤企業の91.9％が、⾯接だけでは把握しにくい情報を得られたと回答しました。それぞれ「判断で
きない」と回答した企業を除くと、86.2％が採⽤判断のしやすさの向上を、71.2％が採⽤ミスマッチの減少を実感していま
す。

※リファレンスチェック利⽤企業99社を対象に集計。採⽤判断のしやすさは「判断できない」を除く94社、採⽤ミスマッチは「判断できない」を除く73社。設
問⽂は調査票の表記のまま掲載。
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コンプライアンスチェック

SNS上の投稿や経歴の相違を確認
情報の検出時は「候補者へ追加確認する」が最多 

コンプライアンスチェックとは
経歴の相違やSNS上の不適切な発信など
のリスクを、客観的な情報から確認する
⼿法

確認‧深掘りにつながった情報、最多は「SNS上の不適切投稿」
特に確認‧深掘りにつながった情報（n=62‧複数回答）

SNS上の不適切投稿 56.5%
経歴‧在籍期間の相違 48.4%
モラル‧法令順守意識 35.5%
⾦銭感覚‧リスク傾向 12.9%

学歴相違 12.9%
副業関連 3.2%
特になし 6.5%

コンプライアンスチェックによって、⾯接や書類
選考だけでは把握できなかった情報を確認したこ
とはありますか（n=62‧単⼀回答）

12.9%

69.4%

16.1%

82.3%

「頻繁に」＋「時々」
■ 頻繁にある 12.9%
■ 時々ある 69.4%
■ あまりない 16.1%
■ まったくない 1.6%

解説
コンプライアンスチェック利⽤企業の82.3%が、⾯接や書類選考だけでは把握できなかった情報を確認したことがあると回
答しました。上位は「SNS上の不適切投稿」「経歴‧在籍期間の相違」で、⾃⼰申告だけでは確かめにくい領域を客観的な
情報で補っている実態が⾒えます。

情報が検出された際に重視する観点、最多は「候補者へ追加確認する」
検出された情報について、どのような観点で採⽤判断を⾏っていますか（n=62‧複数回答）

候補者へ追加確認する 41.9%
組織カルチャーとの適合性を⾒る 38.7%

事象の時期を考慮する 37.1%
業務内容との関連性を⾒る 24.2%

継続性‧頻度を⾒る 21.0%
本⼈の説明内容を重視する 12.9%

その他 4.8%

解説
「候補者へ追加確認する」が最も多
く挙げられ、「組織カルチャーとの
適合性」「事象の時期」が続きまし
た。検出された情報を本⼈への確認
や時期‧背景といった⽂脈とあわせ
て判断している企業が少なくないこ
とがうかがえます。

※コンプライアンスチェック利⽤企業62社を対象に集計。「特になし」「その他」は、それぞれ⾃由記述の同義回答を集約。
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リファレンスチェック × ⼊社後の活⽤

⼊社後は「上司‧マネージャーへの共有」が中⼼
採⽤時に得た情報を、オンボーディングや⼊社後のマネジメントへ

⼊社後の活⽤⽅法、最多は「上司‧マネージャーへの共有」
リファレンスレポートの⼊社後の主な活⽤⽅法（⼊社後に活⽤している企業 n=41‧単⼀回答）

上司‧マネージャーへの共有 61.0%

育成⽅針の検討 17.1%

配属判断 12.2%

期待値調整 9.8%

解説
リファレンスレポートを⼊社後に活⽤している企業では、「上司‧マネージャーへの共有」が61.0%で最多でした。選考で
得た候補者理解を、受け⼊れる現場へ引き継ぐ運⽤が⾒られます。育成⽅針の検討や配属判断に活⽤する企業もあり、採⽤
時の情報はオンボーディングや⼊社後のマネジメントにも活かされています。

※リファレンスレポートを⼊社後に活⽤しているリファレンスチェック利⽤企業41社を対象に集計。

COMMENT

調査結果を受けて
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今回の調査からは、⾯接外の情報が、候補者を選別するためだけでなく、候補者をより深く理解するための材料
として活⽤されている姿が⾒えてきました。
リファレンスチェックで参考にされているのは、周囲との関わり⽅やチームでの働き⽅といった⼈物⾯の情報で
した。コンプライアンスチェックで情報が検出された場合も、それだけで判断するのではなく、「候補者へ追加
確認する」が最も多く挙げられています。さらに、⼊社後に活⽤している企業では、得られた情報が上司‧マ
ネージャーへの共有にも活かされています。 
⾯接外の情報は、採否を決めるためだけのものではなく、選考から⼊社後までを通じて候補者理解を深め、受け
⼊れる現場へとつなぐ役割を担っていることがうかがえます。



調査概要

調査対象 back check利⽤企業

有効回答数
117社（リファレンスチェック利⽤99社∕コン
プライアンスチェック利⽤62社、うち両⽅利⽤
44社）

調査期間 2026年5⽉19⽇〜7⽉2⽇

調査⽅法 インターネット調査

調査主体 back check株式会社

back check株式会社について

社名 back check株式会社（エン株式会社100％出
資）

設⽴ 2025年9⽉12⽇

代表者 代表取締役社⻑ 須藤 芳紀

事業内容 リファレンスチェック、コンプライアンス
チェックの開発‧提供

URL https://backcheck.co.jp/

※利⽤サービスおよび設問によって回答対象‧回答数が異なります。回答率（％）は⼩数第2位を四捨五⼊しているため、合計が100％にならない場合がありま
す。なお、⼀部のグラフでは、内訳の合計が100％になるよう端数を調整しています。 
※本リリースの調査結果をご利⽤いただく際は、「back check調べ」と付記のうえご使⽤ください。

調査結果の詳細は、特設ページで公開中
本リリースで紹介した内容に加え、より詳細な調査データを特設ページに掲載しています。あわせて、調査結果をまと
めた資料も無料でダウンロードいただけます。
URL：https://site.backcheck.jp/backcheck-research

「back check」について

『back check』は、⾯接だけでは⾒極められない候補者の働く姿を可視化するオンライン完結型のリファレンス/コンプライアンス
チェックサービスです。候補者と⼀緒に働いたことのある上司や同僚からの客観的な評価によってミスマッチを減らすリファレンス
チェックと、経歴詐称やSNS上の不適切投稿の確認を実施し、問題の発⽣を未然に防ぐコンプライアンスチェックの運営‧開発をし
ています。
『back check』URL：https://site.backcheck.jp/

本プレスリリースに関するお問い合わせ
back check株式会社 https://backcheck.co.jp/
back check 広報担当
東京都新宿区⻄新宿6-5-1 新宿アイランドタワー
TEL：03-6697-7441 MAIL：pr@backcheck.co.jp
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